
駆
塑
手
四
年
六
月
葬
遮
輻
劣
弱
扱
霧
羅
聴
第
悶
藝
一
號

昭
禰
二
十
六
年
六
月
二
十
B
辱
（
毎
月
一
購
礎
行
）珊第三十五巻　第三

　　　　第四百一號
　　昭和二十六年六月二十五日磯行

印
度
に
於
け
る
論
讃
學
の
性
格
：

へ
ー
グ
ル
に
於
け
る
入
倫
の
成
立
：

の
一
過
秤
（
完
）

松
尾
義
海

岸
畑
　
　
豊

危
…
機
紳
墨
・
の
生
成
と
そ
の
展
開
（
承
前
）
・
　
　
樋
　
元
　
和
　
一

一
｝
池
代
晶
樹
畑
川
フ
ラ
ン
ス
触
棺
愁
史
論
一

内

部
禽

學
學

文
學
哲

大
都

都
京

京



京
都
母
野
會
規
約

、
本
禽
は
讃
義
に
お
け
る
篇
目
の
研
究
と
そ
の
讐
及
力
、
閥
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

、
冶
の
h
的
の
た
め
に
次
の
蹴
甲
灘
購
力
”
｛
汀
ふ

↓
　
鯨
月
一
隅
研
究
韓
を
開
く

贈
品
翁
難
會
鵡
く

じの

~
月
一
悶
「
哲
學
研
究
」
を
號
行
ず
る

、
本
命
u
の
事
業
を
途
ハ
狩
す
’
る
た
め
に
委
四
興
蒲
黒
丁
名
“
駕
お
く
、

委
員
は
山
以
篇
皿
大
鍬
r
折
口
墨
丁
科
轟
燃
賞
ロ
及
び
添
ゐ
磁
ハ
歯
ほ
に
お
い
て
糟
…
薦

し
た
者
に
萎
囑
す
る

、
本
會
は
曾
員
組
織
と
し
、
へ
費
員
に
は
賓
格
の
制
隈
を
設
け

な
い
、
思
雫
校
・
糊
勲
向
吊
瞬
・
典
他
の
醐
舳
獅
け
…
…
幽
難
の
名
を
以
て
入

筆
す
る
こ
と
も
で
き
る

、
愉
目
員
は
衛
紘
賓
と
し
て
年
八
○
○
圓
、
渠
は
牟
年
四
〇
〇
闘
［

を
前
納
す
る

、
禽
僻
輿
は
會
融
傭
の
湘
蹴
海
を
受
け
、
奮
ほ
勤
眺
に
豫
告
議
，
る
諸
種
の

行
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

、
本
會
は
事
務
所
を
京
梛
大
學
文
學
部
内
に
お
く

、
太
」
へ
層
規
約
の
改
荘
講
へ
｝
災
隔
は
委
昌
バ
翰
段
の
轍
帆
謙
蔽
に
よ
る

奮

京
都
哲
錦
鯉
役
員

委
員

有日上軍下鳥園高武田長．
野

松三矢山井

　内田
島

　　部
　得　　達

　　　　中　尾閉尾　内田原
村　　　美

　　　　　　　　程澤野井解

義叉雅 ﾀ一芳勲照二簗

勉立郎勉海夫人郎範郊郎夫古郎夫爾9B
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欝
灘
研
臓
　
辮
繊
翼
㎏
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
鶴

へ
ら
れ
た
形
態
よ
う
竜
戚
立
華
…
稚
を
よ
診
明
瞭
に
反
映
す
る
竜
の
と
し
て
興
昧
深
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
粛
力
法
の
確
…
立
と
共
に
、
人
倫
四
の
雛
三

襟
の
基
礎
は
発
く
発
成
し
な
。
「
人
倫
の
膿
蝕
し
に
著
て
は
、
こ
の
力
法
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
ヘ
ー
グ
ル
が
獲
得
し
疲
政
治
上
、
激
野
上
、

欝
攣
上
の
簡
単
叡
知
識
と
洞
察
と
が
膿
系
に
綴
織
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
一
愛
國
蔚
と
し
て
、
又
極
寒
蒋
と
し
て
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
上
本
的
な
…
問

題
は
、
こ
、
の
乎
記
に
於
て
一
慮
の
解
決
を
見
饗
し
た
の
で
あ
る
。
紺
鯛
の
危
機
に
直
燃
し
、
こ
れ
に
金
人
蘭
に
瞥
等
し
、
こ
れ
の
解
決
へ

の
曙
中
模
蒙
の
申
か
ら
、
か
く
し
て
入
倫
の
概
念
を
中
心
と
し
て
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
意
趣
の
綱
蜘
幽
盤
の
国
礎
も
亦
確
立
し
た
と
い
っ
て
竜
愚

雷
で
あ
る
ま
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馳
5
㍑
ン
）

脚　、

次

ww　噺’

三　訟
號晶

朋
　

論
　
　
嘩
　
　
性
：
：
：
・
：
：
・
：
：
　
山
内
　
得
立

未
二
二
二
二
：
：
：
：
：
：
：
：
　
磁
弾
　
鵬
樹

二
二
二
二
簑
と
漁
曾
的
脚
賢
・
：
：
・
：
　
海
　
　
　
勢
夫

臓
蕾
醸
跳
糀
無
鵡
十
滋
薙
（
蠣
永
…
．
．
牽
郎
・
隅
飯
並
纐
。

ゆ
弗
皿
扁
。
膿
錦
英
次
郎
。
灘
瀦
久
欲
・
井
島
　
勉
）

荊
無
、
哲
畢
薪
酒
旗
緩
次
㎞
（
繋
駕
皿
褥
灘
第
蕊
十
糊
特
）



（圖

ｵ
）
昼
際
全
≦
託
鷲
ず
陰
鴬
っ
て
懸
隻
堺
講
直
無
籍
轟
隻
籍
豊
麗
讐
土
建
す
・
や
つ
叢
腱
寧
つ
の
計
い
」

　
　
（
野
ぢ
琶
p
【
ぎ
ゴ
｝
雰
貯
刷
§
£
6
・
ヨ
身
。
・
｛
§
｛
£
ぎ
冨
ズ
筆
ρ
醐
募
騎
募
8
・
勇
；
。
～
三
討
ざ
（
隣
。
噌
・
ご
日
け
【
戸
惹
イ
p
一
μ
μ
一
三
。
徳
鵬
。
一
’
3

　
　
p
ぎ
5
2
二
二
一
三
。
ψ
裳
3
一
二
9
舞
ぞ
簿
ご
回
ぺ
。
三
鵬
窪
”
副
昌
§
2
叫
葛
一
三
）
3
Q
α
憶
・
し
、
ξ
．
も
。
。
。
r
♂
r
ジ
‘
・
ρ
一
一
♂
ρ
o
二
β
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
ワ
b
5
恥
歴
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋

（
一
入
）
遽
し
翼
の
艶
は
轟
に
よ
ら
ず
推
輕
よ
リ
、
或
・
蕩
舞
え
・
饗
知
禦
あ
・
・
。
故
簸
．
註
（
貴
主
恩
嘉
蛮
鷺
は

　
　
論
究
の
必
然
に
も
と
づ
い
て
、
あ
る
べ
さ
で
あ
る
と
例
断
ず
る
の
で
あ
る
。
し
。
抽
岡
。
ジ
〔
鴬
二

覇簸嚢紹介

松
尾
　
義
濾

彫
　
畑

寡
都
塵
畢
文
學
部
（
印
塵
哲
聯
艶
）

丈
雛
博
士
　
　
　
　
　
　
　
叩
助
教
綬

墜
　
　
穴
阪
穴
畢
敏
饗
蔀
（
倫
理
餓
）
講
師

愚
禿
瀦
　
一

綴
灘
漱
（
藁
・
倫
環
）
助
警

懸6

飽
機
辮
雛
の
魔
域
と
そ
の
展
鞘
（
承
覇
）

六
七



會

告

一
、
本
妻
へ
入
日
希
望
の
方
は
窟
都
市
杢
鉄
田
申
西
浦
町
弘

女
磯
内
京
稲
折
口
灘
実
摺
係
宛
に
規
血
冗
の
脅
日
碧
ハ
を
お
糀
丹
込
下
さ
い

「
振
紳
替
口
口
箆
繭
尽
翻
卿
一
九
五
五
山
ハ
番
　

由
県
翻
袖
墾
N
灘
・
㍍
R
」

一
、
鶴
金
鋤
れ
の
鵬
合
ほ
帯
封
に
「
荊
金
切
し
の
印
を
捺
し
京
す

か
ら
ぬ
直
ち
に
御
　
携
杣
下
さ
い

一
、
禽
川
困
員
の
繭
脚
居
入
浪
帽
齢
H
燦
（
編
…
集
蹴
馴
胤
粉
以
外
の
一
切
）
の
由
帯
醗

は
弘
女
堂
内
瀞
爪
瓢
折
口
學
’
緯
係
へ
御
田
知
ギ
ー
評
・
・
い

一
、
本
瀦
の
編
集
に
關
す
る
蓮
搭
・
新
刊
書
・
寄
購
難
誌
等
は
す

べ
て
本
四
宛
に
む
途
り
下
・
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
効
位
置
蝿
京
都
哲
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
註
丈
規
定

…、

ﾗ
垂
垂
バ
以
外
の
縣
髪
飾
眠
出
侶
の
御
註
｛
久
及
び
醸
猷
串
宵
に
關
す
る
纏
月
は

「
弘
山
久
堂
」
へ
罷
申
闇
闇
下
さ
い

回
、
本
篇
幽
の
御
乱
証
安
’
は
す
べ
て
代
金
郵
程
皿
ハ
醜
金
r
て
お
鶏
り

下
さ
い

一
、
特
に
請
求
書
及
び
頼
牧
審
蝋
を
要
す
る
一
場
A
口
は
郵
雰
八
闘

を
お
塗
り
下
さ
い

昭昭
瀦勲

十十
あ　点ノヘノへ

年61三

糊竃＾　鴨【膚

ノ、　ノ、

月月
汁ご：．

．五一・1一

巳日
饗印
行刷

編
集
人

嚢
行
人

右
脳
人

印
刷
所

獲
三
図

　　　　　　　　　二
二弘蹴鈴斑灌三代
銚丈都　藷　　畿

賑富擁井べ
中　　　中　　　融

一二慕傘辱
町届il　町　　羅

　　　　　　き部8保撫り｛勉

　京
京

都都
大

盤哲

雛學

蔀

内心

　會株
　煎L式

　く

森弘
震

羅文

擦
西堂

定檀

数

定
　
　
儂
　
　
郵
　
　
耽

一

冊
酬
　
　
七
　
岩
崩
剛
　
　
奇
論
ハ
　
　
　
懸
囲

塗
前
金
二
・
夏
＋
農
金
∴
＋
轟
蘭

＋
垂
朗
金
二
八
甚
＋
旦
五
一
闘

（
拙
一
州
代
の
墾
更
に
よ
る
麟
瞬
費
の
過
不
足
は
牟
年
果
は
｛
年
毎
K
雑
若
い
た
し
ま
す
）



、

醤
舞
二
卜
隔
、
芦
な
羅
旧
、
漣
レ
凄
恥
封
、
騒
月
一
司
ノ
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